
農 と科学 昭和時11月 l日(毎月 l時行)第川号 東京都中央区築地 1-12 -22 コンワピル 編集兼発行人:伊旗和夫発行所
昭和31年10月5日第 3種郵便物認可 チッソ旭肥料株式会社 定価 :1部10円

-
n
H
U
 

T
E
E
 

--L ，
 

• n
H
U
 

P
U
 

ι
H
H
 

V
L
E
.
 

守，ιi
 

-EEL-
-γ's 

n
u
u
 

rト
L

P

・，•• l
 

H
H
U
 

・同un
倫
、

u
-aun 

n
H
U
 

向
、

u

内

U
H
-

-H
H
H
 

n
L
U
 



(2) 第三種郵便物認可 農 業
二ニーーー.ム 士..ーマ二= ーーご守 司--て-ーで.ヶ ー苧守守コ-ーー二工会ー，二=ー・・・‘・._._・・・-‘・b・・・4・・ー-_..苧二工..ご-ご_... -ー ー--ニごご

と 科
A且.

f 昭和49年11月 1日

肥料公定規格等の

改正について

わが国では，生産・販売などする肥料の品質を

保全し，その公正な取引きを確保するため，肥料

取締法をもって肥料を特殊肥料と普通肥料とに大

別し，取扱いを定めております。

すなわち，特殊肥料は，米ぬか，たい肥のよう

に，消費者の五感と経験によって品質が容易には

握できるといった肥料で，農林大臣が指定したも

ので1あり，生産・販売などする場合は，都道府県

知事に届出をすることとなっております。

普通肥料は化学肥料のように，主成分量等によ

らねば品質の価値判断ができない肥料をいい，か

かることから，農林大臣によって一定の規格〈公

定規格〉 が定められており，生産・輸入などする

場合は，この規定に基づいて，農林大臣または都

道府県知事の登録を受けなければならないほか，

容器等に有効成分量や正味重量を記した保証票を

添付することとなっております。

一方，肥料を品質面から見た場合，ご承知のと

おり，ここ数年来各地に異常気象が発生したこと

から世界の穀物需給はひっ迫気味に推移してお

り，加えて昨年末の石油危機を契機として，原料

諸経費の高騰，国際的な需給の堅調化等のH寺代に

入るなど肥料事情は激変しております。

こうした中で肥料の内容も従来の複合化，多成

分化の趨勢は若干停滞するささやしを見せてきてお

り，代って，省資源，省力化および，資源の有効

利用の見地からの産業廃棄物の肥料化，施肥化の

ための肥料の研究が進められ，従来に増した新肥

料の出現で複雑多様化しております。

こうした肥料事情の変化に即応するために，毎

年，普通肥料の公定規格を中心とする一連の告示

の改正が，行われているわけであります。

また，この改正の時期としては，来春に使用す

る肥料の準備時期や，規格改正の資料として必要

な栽培試験の期間等の諸事情により，毎年10月か

農林省農蚕園芸局肥料械機課

金丸一郎

ら11月にかけて行われるのが通例となっておりま

す。

本年も例年のように，普通肥料の公定規格等一

連の告示の改正が行われましたので，これら告示

の改正概要を紹介します。

1 .普通肥料の公定規格の一部を改正する告示

〈昭和49年10月24日農林省告示第991号，同年11月25日

施行〉

普通肥料の公定規格は，例年その年の 4月まで

に業界や地方公共団体等から出された要望と，そ

の他改正を要する事項について，農林省部内で調

査検討を加えたのち，さらに学識経験者からなる

肥料公定規格設定検討-会で慎重に審議して，改正

が行われております。

本年も例年のように 9月27日にこの検討会が開

かれ， 10月24日に公布されましたが，本年の公定

規格についての改正は，業界等からの申し出が，

前述した肥料の特殊事情を反映してか未利用資源

の活用および，施肥合理化に関した内容のもので

占められていたことから，このような内容の事項

が多くなっております。

その主な改正点を上げて見ますと，

① りん酸液を精製する際の副産物が，大幅に肥料と

して認められた。

②製革工場廃液を浄化する際に得られる回収物が，

肥料に認められた。

① アルコール醗酵廃液等の醗醸廃液が，肥料に利用

され易いようになった。

① 建材である軽量気泡コンクリートの切削粉末が，

肥料の主成分を多量に含有していることから，けい

酸質肥料として認められた。

① 炭酸カルシウム肥料，副産石灰および混合石灰肥

料に，飛散防止材等の使用が認められた。

① はっこう乾ぷん肥料の規格が削除されたなどであ

ります。
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以下これらの個々の改正内容について，その概

要を紹介します。

1) 新たに規格が設定されたもの

⑦ 製革副産肥料

この肥料は，なめし皮の製造工程で排出される

脱塩原皮の石灰漬脱毛処理廃液を酸処理し，溶解

しているたん白質等を凝集沈でんさせ，乾燥した

もので，その工程は第 1図のとおりで，通常，窒

素全量を 95ぢ程度合有しております。

第1図製革副産肥料製造例

しかし，処理方法によっては，肥効が劣る皮く

ずまたは，毛等が多量に混入したものが生産され

第1表製革副産肥料の規格

含有すべき 含有を許さ その他の制
肥料の種類 主成分の最

分れのる最有大害量成約)
限事項

小量(%)

製革副産月間st(脱 窒素全量 窒素全量の 窒素全量の
塩した原皮の石 6.0 40.0%以上

灰漬脱毛処理廃 が 0.2%水
液に酸を使用し 酸化ナトリ
て生じる凝集沈 ウム液に溶
でん物を乾燥し けるもので
たものをいう。) あるごと。

る場合も考えられるので，規格の内容は第 1表の

ように定義および制限事項が付けられておりま

す。

また， fl制限事項中の 0.2%水酸化ナトリウム液

可浴室素の測定法については，追って通達を出す

ことにしております。

なお，この規格は，納ニッピからの申し出によ

って設定されたわけですが，この肥料は内容から

して，都道府県知事登録肥料として取扱われるこ

とになり，さらに，混合有機質肥料および，第 1

種複合肥料の原料肥料として使用することが認め

られました。

@ その他のけい酸質料肥

鉱さい類以外のけし悟変質肥料のために，今回新

しく設定されました。

これは，今回，旭化成工業側から申し出のあっ

た軽量気泡コンクリートブロック(高層建築資材，

商品名へーベル〉を生産する際に副産される，当該

削切粉末(第2図参照〉が肥料に認められたことか

らとられた措置であります。また，規格は第 2表

のとおりです。

なお，申し出によると，軽量気泡コンクリート

粉末には，可溶性けし 1酸が21%，アルカリ分が27

%程度あり，当該品について行った発芽試験や，

既存けし 1酸質肥料と比較した施用効果に関する試

; <目次> J 

; s肥料公定規格等の改正について一・・・・・・・田・・一一・・・・ (2) ミ

農林省農蚕園芸局肥料機械課 金丸一郎 3 

:: sへーベル粉の効肥・-一...............・田・・・・・・・・・・・・ (6) ~ 

5 三重県農林技術センター土壌肥料研究室長 i 

松田兼三 ; 

~ sへーベル粉の物性と生産・・…・・・・田・・ ・・・・ー ・・ (8) ~ 

旭化成工業(株〉穂積工場工場長付

花田二甫 ? 
{ S枝もの花木 ヒガンざくらの栽培・一- ・ ・・・ (10) ; 

福島県幾政J}[l農業改良課専門技術貝 F 

新田斉 〉

i S露地野菜の大型械機化栽培.........................・ (13) ;. 

愛9-1山脇総合試験場指導部やさい専門技術員 } 

伊藤克己 f 
~ s複合肥料の今昔と新しい方向.... ・・回目・・・・・ー・ーー・・ (L的}

全国農業協同組合連合会顧問 黒川 計 j 

} 10月15日現在の水稲は"やぞ良".... ••••••••• •••••• (16) ~ 



くり第三種郵便物認可 農 業 と 科 学 昭和49年11月1目、

第2図 軽量気泡コンクリート粉末の製造例

第2表 その他のけい酸質肥料の規格

その他のけい酸

質肥料(けい灰

石又は軽量気泡
コンタ，))ートの

粉末をいう。)

2，000ミークロン
の網ふるいを全

i邑し，590ミクロ

ンのキ凋ふるいを

60%以上通過す
ること。

験からは，作物障害を認めてなく，対照とほぼ同

程度の施用効果を示しております。

2) 既存の規格が一部改正された肥料

② 沈でんりん酸石灰

とうもろこしを原料としてイノシトールを抽出

する際に副産される，りん酸石灰(第3図参照〉が，

当該肥料で取扱えるようになったこと， そのた

め， く溶性苦土の最低保証量 5.0勉が 3.0%に改

正された。

第3図製造法の 1'i7U

この改正は，とうもろこしを原料としてイノシ

トールを抽出する際に副産されるものが，既に当

該肥料となっている米ぬかからのものと比較して

も， く溶性苦土の含有量が低いのみで，肥効は全

く同等であるとする調査・試験結果に基づき行わ

れたものであります。

④ 副産りん肥

く溶性りん酸および水溶性りん酸の最低保証量

が，それぞれ20.0~ぢ， 2.0箔に改正された。

この改正は，最近のりん酸肥料の原料事情に鑑

み， りん酸資源の活用を図る必要性があること，

これまで特殊肥料に指定されていた「りん酸液精

製かすJ (脱水促進材を使用するものを除く。〉を，普

通肥料に取扱えるようにする旨の申し出があった

こと等から，とられた措置であります。

これによって，従来特殊肥料になっていたトリ

ポリりん酸ソーダの生産で副産される精製かすの

大半が，当該肥料として取扱えることとなりまし

た。

@ 混合有機質肥料，第一種複合肥料

原料肥料として，製平副産肥料が新たに追加さ

れた。

この改正は，製平副産肥料の規格設定に伴って

行われたものであります。

@げ習量酵廃液乾燥複合肥料

原料肥料として，蒸製皮革粉およびなたね油か

す粉末が使用できるように改正され，蒸製皮革粉

の使用にあたっては，制限事項が設けられた。

この改正によって，廃糖密アルコーノレ限酵廃液

等の限酵廃液を乾燥して，当該肥料に加工する場

合，蒸製皮革粉または，なたね油かす粉末を混合

することによって，非常に効率よく乾燥加工で

き，かっ，良質な性状を持った製品が生産できる

方式がとれることとなりましたが，この改正は，

醗酵廃液を積極的に肥料利用する見地から行われ

たものです。また，蒸製皮革粉の使用についての

制限は，第一種複合肥料の場合と同じ理由で行わ

れたものであります。

なお，原料肥料となった蒸-製皮革粉または，な

たね油かす粉末の使用に当っては，当該肥料とし

ての特性を変えるほど使用できない旨の通達が，

出ることとなっておりますので留意して頂きた

¥ ¥0 

@ 炭酸カルシウム肥料，副産石灰，混合石灰肥料

これらの肥料に，飛散を防止し，または粒状化

を促進する材料の使用が認められた。
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この改正は，これらの肥料が非常に微粉末であ

ること，多量施用肥料であるため機械施肥が普及

してきており，その際の飛散が激しいことなど，

製品の性状および施肥面の実態lこ鑑み，行ったも

のであります。

また，飛散防止材等の材料を用いた肥料につい

ては，登録申請の際，使用する材料，造粒効果お

よび崩壊性等乞慎重に審査する旨の通達が出る

こととなっておりますので，これに基づ、いて指導

することとしております。

@ 鉱さいけい酸質肥料

従来のけし 1酸質肥料から「けL、灰石の粉末」が

削除され， r鉱さ¥¥ ft ¥ ¥酸質肥料」と種類名が改

称された。

この改正は， rその他のけし、酸質肥料」の規格

が新設されたことから行われたものであります。

3) 規格が廃止されたもの

② はっこう乾ぷん肥料

生活様式の変化に伴い，原料汚水の内容が変化

してきたため，製品の窒素含量が低下し，現行規

格に適合するものの生産が困難になってきたこ

と，また，当該肥料は，施設園芸におけるハウス

の床土として利用されているのが実情であること

から，主成分の最小量を下げ，普通肥料にして置

くことより，特殊肥料として取扱うことの方が妥

当と考えられるために，今回，当該肥料を普通肥

料から削除し，新たに特殊肥料に指定したもので

あります。

E 特殊肥料等の指定の一部を改正する告示

昭和49年10月24日農林省告示第992号同

年11月25日施行

1) 特殊肥料の指定に関する改正

② 蚕ぷん

従来の「葉緑素抽出蚕ぷん」が， 「蚕ぷん」に

改められた。

これは，人工飼料による養蚕の研究が進み，葉

緑素を合有しない蚕ぷんも，可成り発生するよう

になってきたことから，今回かかる蚕ぷんを特殊

肥料に指定して欲しい旨の申し出があり，これが

認められたために，とられた措置であります。

④ はっこう乾ぷん肥料

当該肥料が新たに指定された。

と 科 学 第三種郵便物認可 (5)ー

これは，前述の公定規格の改正で，当該肥料が

普通肥料から削除されたことから p とられた措置

であります。

@ りん酸液精製かす

脱水促進材を使用したもののみとなった。

ここれは，前述の公定規格の改正で，従来の当該

肥料のうち，脱水促進材を用いないものが，普通

肥料の副産りん肥になったことから，とられた措

置であります。

2) 適用を除外される肥料に関する改正

肥料のなかには，同時に，工業用または飼料用

等の他の用途に供されるものもあるので，これら

他の用途を併せもつ肥料に対しては，肥料取締法

第35条に基づいて農林大臣が具体的に肥料を指定

して，指定された肥料が，肥料以外の目的で生

産，輸入，譲渡される場合に，肥料取締法の適用

を除外する途をひらいております。

今回前述の公定規格の改正に伴い，これまで，

工業用として適用を除外されていた肥料から，

「けし 1酸質肥料」が削除され，新しく「鉱さいけ

し1酸質肥料」と， rその他のけ¥¥酸質肥料」が，

当該肥料として指定されるといった改正が行われ

ました。

E 申請書に生産工程の記載を要する肥料を，

一部改正する告示

昭和49年10月24日農林省告示第993号

同年11月25日施行

肥キマ取締法では，申請肥料が公定規格に適合し

ているかどうか，さらに，果して保証成分量を維

持することができるかどうかを検討するために，

生産方法が多様で合有成分量が不安定なもの，生

産方法によって製品の組成が変り，肥効に影響す

る等の肥料を農林大臣が指定し，生産工程の概要

ι記載を求めております。

今回前述の公定規格の改正に伴い，この生産工

程の概要の記載が命じられている肥料から「けし 1

酸質肥料」が削除され，新しく「製革副産肥料」

「鉱さ¥¥ ft¥ ¥酸質肥料」および「その他のけ¥¥酸

質肥料」が指定されるといった改正が行われまし

た。
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新しい珪カ 1レ肥 料

へーベル粉の肥効試験成績

三重県農業技術センター土壌肥料研究室長

はじめに

珪酸は植物の生育lこ必要，欠くべからざる要素

というものではない。しかし，稲科の作物には多

量に含まれ，とくに水稲には多量含有してし情。

水稲に珪酸を与えると，収量が増すことは，古く

から知られていた。

そして，戦後精錬所の鉱津が珪酸質肥料どして

登録されるや，随所で勢力的な試験がなされ，そ

の肥効が水稲に対して非常に高いことが認められ

た。もはや現在では，稲作にとって欠かせない施

肥肥料として，技術体系の中に深く組みこまれて

1" ¥る。

ところが，今日，中東紛争に端を発した石油危

機問題は，燐酸やビニーノレ資材を始め，あらゆる

原材料の不是と操業原動力の削減，加えて輸送の

困乱など，農業資材の生産と流通に大きな支障を

もたらした。その結果，珪酸肥*-+も資材不足を避

らけれず，末端農家では値上げと入手難の影響を

受けて，施用手控えが強く起った。

以来，省資源下の農業対策がとりざたされるよ

うになり未利用資源の利・活用に注目がそ〉がれ

私どもの研究方向も勢い省資源対策に傾斜'して来

ている。

とくに，珪カルについては最近，都市周辺で道

路・建築資材として，不足がちな陳代用に用いら

れる鉱津が多いということで，供給面に大きい変

動が予想され，何等かの対策を必要とする戸も出

てきている。

ちょうど， ζの情勢にさきがけて，新珪酸肥料

の肥効試験を行ったがこれは今目的な産業廃棄物

へーペル粉の，水稲に対する利・活用依頼であっ

た。以下，その時の結果を報告する。

1. 供試資材の内容

へーペノレ粉とは最近，新建材として盛に用いら

れる壁材の断ち屑で，原料は珪石と石灰を主材中ト

として少量のセメントを用いて固めたものである

松 兼田

第 1表へーペル粉の珪酸肥料としての分析値

成 分 規格値 へーベル値 供試珪カル

可溶珪酸 20 %以上 28.2 % 35% 

アルカリ分 35 %以上 36.9 % 40% 

ニッケル 0.4%以下 0.0034% 

クロム 4.0% 0.008 % 

チタン 1.5% 0.192 % 

その成分は第 1表に示すように，市販の珪カル

に比較すれば若干，珪酸，アルカリ成分は劣る

が，珪酸肥料としての登録規格値より上廻る。ま

た，ニッケノレ， クロム，チタン等の規制不純物は

遥かに含有量は低し 1数値である。

2. 試験条件の概要

試験は鉢試験の 2区制で網室内で行った。供試

土壌は珪酸の効果を出やすくするため，珪酸含量

の少い (lOmg以下〉本場水田の黒色土壌粘土腐植型

土壌を用いた。

珪酸肥料は珪カルを含めて，へーベルの入手期

の関係で施肥時期が遅れ，多少問題だったが，代

掻 3日前に深さ 10cm全面施用した。他の肥料は

代掻時に 1g宛共通施用し，追肥は幼形期に窒素

を各区共通量施用した。田植は 6月29日に実施し

た。試験区は市販の珪カノレ150kg_(lOa )を標準に

置いて，対照に無処理も設け，へーベル粉は100

kg， 150kg， 300kgのそれぞれ。 3段階を設置した。

3. 試験結果ならびに考察

(1)生育生育の経過は第 2表に示す通りで，

無処理区に対して珪カルおよびへーベル粉施用区

は共に生育初期から草丈の伸長が目立ち，茎数が

若干抑制される気配を見せた。なおベ「ベル粉と

珪カノレ区の比較で、は，草丈でへーベル粉区が多少

優った。また へーベル粉の施用量と生育の関係

は，多施することによって栄養生長期の茎数が多

少抑制される傾向を示した。このことについては

過去の珪カル施用量試験で，私共がよく経験し周

知していることである。
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第 2表生育経過

7月13日・ 8月20日 10月26日
試験 区名

草(cm丈) 草(cm丈) 梓(cm長) 穂(cm長) 茎数 茎数

1.無処理 30 10.8 76 26.1 69 16.6 
2.1圭カ Jレ150kg 31 10.5 80 24.9 74 17.3 

3.へーベル粉 100kg 32 10.4 80 25.3 74 17.0 

4.へーベル粉 150kg 30 10.5 77 23.4 72 16.7 

5.へーベル粉 300kg 29 9.3 75 22.8 71 16.9 
j_  

しかし，成熟期の穂数は逆に有効茎歩合が上っ

て，その影響差は見られなくなった。なお成熟期

の稲の姿は，無処理区に比較して，へーベノレ

粉と珪カノレの施用は下葉の枯れ上りを知ら

ず，止葉が立って，収穫期まで葉色が保た

れ，稲の受光体制は極めて良好な草型を示し

ていた。その他，無処理区で発生した葉身の

胡赤斑状褐色斑点が見当らず穂の熟色が優れ

ていた。

(2)収量収量結果については第 3表に示す通

りで，籾の収量が無処理区に比較して珪カル施用

区が，またそれ以上にへーベル粉施用区が多収で

あった。

第 4表成熟期植物体分析結果

試験区名 T(%-N) 、 P(%20) 5 (K%20 ) C(%aO ) S(%io) n 

1.無処理 0.63 0.60 1.85 0.37 5.36 
2.1，圭カ Jレ150kg 0.98 0.59 1. 95 0.71 7.93 
3.へーベル粉 100kg 0.63 0.59 1.99 0.63 5.98 

4.へーベル粉 150kg 0.45 0.59 1.98 0.62 7.11 

5.へーベル粉 300kg 0.70 0.59 2.01 0.61 6.77 

特にへーベル粉300kgの施用区は多収で，無処

理区に比較して27%収量が上廻った。この多収の

原因は，珪カルも含め珪酸資材施用により， 1穂

粒数と登熟歩合の向上が，直:肢の増収構成要素要

因として，強く結び付いていることが挙げられる

一方，生育相から見れば，枯れ上りが少く，稲

の受光体制が良い草型を造り得たことが，後期の

同化と転流作用を盛んにし，多収に結び付けたと

考えられる。

(3)養分吸収養分吸収を示す植物体の分析結

果は，第4表の通りであった。この成績は収穫時

のわら全体の分析数値で，へーベル粉の施用区は

珪カルと同様，加里，石灰，珪酸の含有率が無処

理に比較してかなり高くなった。この結果から，

へーベル粉も珪カノレに匹敵する吸収効率のあるこ

と 科-
ρ且，
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とを察知し得た。

穂数

(4)跡地土壌最後に跡地土壌の分析結果

を示すと第 5表の通りで，へーベル粉の施用

によって跡地のpH，石灰，珪酸等の塩基蓄積

の影響が見られた。跡地の塩基蓄積効果はほ

ぼ珪カノレに近いが，等量施用では多少珪カル

に劣った。

18.0 

15.2 

16.3 

15.2 

15.3 

(5)まとめ

以上，新珪カル資材へーベル粉の水稲に対する

第 3表収量結果

試 験 区 名 わ(らg重) マ?手 枇(g重) 登(熱%.歩)合 籾(収%量)比

1.無処理 116 64 3.3 88 100 

2.1圭カ lレ 150kg 114 67 1.6 94 103 

3.へーベル粉 100kg 126 75 1.6 94 117 

4.へーベル粉 150kg 109 69 0.9 96 108 

5.へーベル粉 300kg 90 82 0.8 97 127 

効果を，珪カノレと比較しながら試験を行いその結

果を述べたが，供試したへーベル粉は水稲に対し

て，従来の珪カルと全く同じ生育に対する機能効

果を持ち，収量構成要素機能に対しでも同じ働き

を有した。

むしろ，本試験では，収量的には珪カノレをしの

ぐ好結果を得た。しかし，この試験はあくまでも

鉢試験の結果であって，更に圃場での試験をつめ

て行なわなければならないが，今年，現地の農家

圃場を対象に珪カノレの不足事情もあり， 2'"'-" 3普

及展示固に試験的に使って見た。.その結果，稲の

生育が鉢試験で得た姿に似て，下葉の枯れ上りが

少なく，止葉は立って，穂の熟色が優れる等，周

辺の田に比較して明[{京な生育差が見られ，現場の

農家や普及員から好評をもって期待されている。

最後に試験担当者の一人として，新珪酸肥料へ

ーベル粉を，未利用産業廃棄物資材の利用として

大いに期得したいが，できるだけ安価に，安定し

て農家に供給することを望みたい。

第 5表跡地土壌分析結果

試験区名
PH 置換性 有 効

(H20) 石灰 me 珪酸 mg

1.無処理 5.6 4.38 9.2 

2 .~圭カ lレ 150kg 6.2 6.14 12.4 

3.へーベル粉 100kg 6.0 5.66 10.9 

4.へーベル粉 150kg 6.1 5.74 11.3 

5.へーベル粉 300kg 6.5 6.22 13.3 
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(新しい珪カル肥料〉

代へーペル粉"の

物性と生産

旭化成工業(株〉穂積工場工場長付

花田二甫
1. へーベルの生たち

へーベルは，弊社が生産する「軽量気泡コンク

リート_j(AutocIavecl Light Weight Concrete.以下

ALCと云う〉の商品名である。気泡コンクリート

は，建築材生産の工業化が要求される現代の動向

に対応し，わが国では1960年頃から，各種気泡コ

ンクリート製品をヨーロッパ諸国から技術導入し

工業化して来た。気泡コンクリートと云う名称は

一般に，ペースト中に気泡を有する軽量コンクリ

ートの総称として用いられているが，その歴史は

古く， きわめて原始的なものは，すてもにローマ時

代に寺院の壁やドームの軽石に角材が埋め込ま

れ，軽量化がはかられていた。

その後， 1820年代には高炉スラグ， 1890年代に

は石炭ガラなどが利用され， 1918年には粘土や頁

岩を:焼成膨脹させた，人工軽量骨材を使用する軽

量コンクリートが開発された。

気泡コンクリートの製法には「化学反応でガス

を発生させる方法」と， Iあらかじめ造ってある

泡を混入する方法」と， 「起泡剤の混和による方

法」の 3つの型式がある。 ALCの発泡方法は最

初の形式に属するもので，今日の気泡コンクリー

トの主流を占め，世界各国で広く行われている。

ALCはその名称が示すように，製造工程にお

けるオートクレープ養生に最大の特徴があり，気

泡コンクリートの養生方法には， 1800 C程度でオ

ートクレープ養生を行うもの h他，常圧での蒸気

養生，あるいは大気中で養生を行う方法などがあ

るが，オートクレープ養生したものと， しないも

のとでは，品質-的に大きな差を生じ，オートクレ

ーブ養生されたALC製品の品質は，他の追従を

許さなし 1。この水蒸気圧をもったオートクレーブ

による製法は， 1880年ドイツのミハエリス教授に

よって発明されたもので，石灰，砂の混合物を 8

気圧の水蒸気圧をもっオートグレーブで養生し，

桂灰レンガを造りだすことに成功したが，残念な

がらレンガ以上の大きさの部材をつくる ζ とが出

来ず，また品質-においてもコンクリートに対抗す

ることがむずかしく，この重要な発明も珪灰レン

ガの製造以上にはなかなか発展しなかった。

へーベルは珪酸質原料(珪石〉と石灰質原料(生

石灰・セメント〉を，高温高圧の蒸気で養生してつ

くられる気泡コンクリートである。

コンクリート中の砂や砂利が，単にセメントペ

ーストの増量材であるのと異り，へーベルで、は新

しい物質をっくり出している。このようにして得

られた物質は，コンクリートと比較して，はるか

に優れた性質を持っている。弊社は建設基礎資材

としてのALCの優れた性質に着目し， 1961年に

わが国で初めてALCの企業化に着手した。

1966年には更に，オートグレーブの母国である

西ドイツにおいて， 30年の歴史をもっへーベル社

と技術提携して，一層の品質向上をはかり，今日

のへーベルをつくりあげた。現在，北海道白老，

茨城県境，千葉県松戸，岐阜県穂積，山口県岩国

の 5工場でへーベノレを生産し，わが国の建築界に

大きく貢献している。

2. 原料および生産工程

2-1 原料

へーベルの原料はボルトランド・セメント，生

石灰，桂石， 71<.，および極めて少量のアルミニウ

ムで，これらの原料の化学的役割を大別すると，

碓酸質原料，石灰質原料，発泡剤になる。

2-2 製造工程

工程における化学反応及び原料の使用割合

(ア) 生産工程

へーペルの製造工程は図に示す通りである。
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(イ) 製造工程の説明

へーベノレの製造工程の概要は製造工程図に示す

とおりで，桂石と生石灰は，予じめ粉砕機で、ポル

トランドセメントと同じ程度に粉砕し， (但し珪石

は湿式粉砕〉珪石はスラリー状，生石灰およびセ

，メントは粉状のま』サイロに貯蔵する。また発泡

剤として使用するアルミニウム粉は，水とともに

懸濁状で貯槽に貯える。貯えられた各原料は，お

のおの自動計量機で所要量を計量し，混合機で混

合， スラリー状〈原液としづ〉で鉄筋を配置した型

枠に流し込む。

流し込まれた原液は，型枠中で次のような経過

を経て，所定の体積まで逐次膨脹硬化する。すな

わち発泡剤として添加されているアルミニウム粉

と，セメントや生石灰の水和によって生成する消

石灰の反応によって水素ガスを発生し，発生した

水素ガスによって原液中に気泡を生成し，原液は

膨脹する。原液の膨脹と併行して，ボルトランド

セメントの水和によって原液の硬化が進行する。

なおこの際，生石灰の水和により発生する熱量

は，セメントの水和を促進するのに利用される。

このように膨脹，硬化が同時に進み，運搬やそ

の後の作業が可能な強度まで硬化したものは，脱

型の後切断機により所定の寸法に切断し，オート

グレープに搬入， 1800C， 10気圧の飽和蒸気で養

生される。この聞に硬化反応(反応式後記〉が完了

する。

硬化反応の完了したものは，オートクレープよ

り取出し，端部の切削加工を行いALCの製品と

する。端部切削加工の工程で，鉄筋を含まないへ

ーベルの塊および粉が発生するが，これらは可溶

性桂酸とアノレカリ分を含み，珪酸質肥料として充

分利用できるものである。(後記参照〉

2-3 化学反応

( 1) 前段〈オードグレープ養生前の反応〉

① CaO十H20→Ca(OH)z

② 2 (3CaO • Si02)十6H20→ 3CaO・2Si02・3H20
+3Ca(OH)2 

2 (2CaO • SiOz)+4HzO→3CaO • 2SiOz・3HzO
+Ca(OH)z 

3CaO・Alz03十nHzO→3CaO・AL203・nH20

4CaO・A1203・Fe203十(8十m)H20→2CaO・
A1z03SH20 + 2CaO・Fe203・mH20

① 2A1十3Ca(OH)z十6H20→ 3CaO・A1203・6H20
十3H2↑

し
し

酌
必
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21¥1十6H20→2A1(OH)3十3Hz↑

(II)後段(高圧釜養生中〉における反応、
① 7CaO+4SiOz十nH20→7Cao・4Si02・nH20

5 (7Cao・4Si02nH20)十SSi02→ 7(5Cao・
4Si02・nH20)

5Cao・4Si02・nH20十Si02→ 5(CaO・
Si02・nH20)

5(CaO・Si02・nHzO)+Si02→5Cao・6SiOz
5HzO (トパモライト〉

② 上記の反応の他 (1)②で生成した 3CaO・

2Si02・3H20とCa(OH)2等と Si02とが，高

圧高温下で複雑な反応を起し，反応が進行するに

従って Ca分の少ない板状トパモライト(5CaO 

• 6 S i02・5H20)結晶が生成する。

(][) 原料の使用割合

けい石………………35011

生石灰…一・…………11011

セメント...............400 11 

アノレミニウム……… 1kg 

水...…………………50011

3. へーベル粉の組成および分析成績

(1) 組成:けし 1酸カルシウム

(2) 分析成分:表-1分析値の一例

分析項目 分析値 分析項目 分析値 ぅ〉初?項目 分析値

HzO 24‘12 Al 1.16 Cu 0.0047 

S -SiOz 21.40 T-Mg 0.296 Zn 0.0022 

アルカリ分 27‘33 C-Mg 0.197 Pb 0.0030 

Ni 0.0023 T-Mn 0.023 

Cr 0.011 C-Mn 0.023 

Ti 0.288 Cd 0.0005 

4. ヘーベルの肥効およびその他の性質

へーベル粉はけし 1酸カルシウムを主成分とする

粉末で，けい酸質肥料としての効果があるのでは

ないかと推測されたので，三重県農業技術センタ

ーその他で，発芽試験および栽培試験を行ってい

ただいた結果， I日公定規格のけし 1酸質肥料にくら

べて遜色がなかった。

なお，この程の珪酸カルシウムは，大阪工業試

ー験所において，工場廃液中の重金属を吸着する性

質に着目して，鉛・カドミウム・クロムなどの吸

着材として研究されたが，その吸着率は90，.....，99%

であり，このようにして重金属を吸着させた建材

粉末は，人工海水，雨水中で溶出試験をしたとこ

ろ， 10ヵ月経過後溶出を認められないとしづ。し

たがってそのま〉廃棄しても， 2次公害を出すこ

とがないことが明かになっている。
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枝もの花木

ヒガンざくらの栽培

福島県農政部農業改良課

専門技術員

新 旧斉
はじめに

校もの花木は全国的な需要の伸びに伴い，各地

に盛んになっている。本県でも花き振興計画によ

り，中通り山間地域を中心に枝もの花木の産地育

成が進められ，その中心がヒガンざくらである。

栽培は比較的所要労力が少ない。冷涼地ほど早

期出荷が可能であり，優品生産が出来る。冬期間

の施設利用では，小面積の施設で大面積の校もの

促成が可能であるなどの長所がある半面，出荷ま

でに年月を要する。土地生産性が低いなどの短所

はあるが，広大な山間地利用ができるとともに，

冬期間の労力消化に対応で、きるなど，東北地方で

は注目される品目の一つである。

こ〉にヒガンざくらの栽培技術について，今ま

で県内を巡回して感じた 2-3について述べてみ

たい。

1. ヒガンざくらの系統

切校用サクラとして， ヒガンざくらが最も多く

利用されている。本県のサクラもこれが中心であ

る。大別すると一重咲性と八重咲性がある。切校

用としては，枝の伸びがよく，立性である。枝に

弾力性があり，校の先端まで着菅する。花色が濃
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く，つぼみが上向きに着生するもの等が選抜の対

象になる。

県内では福島市渡利地区が大正末期から栽培さ

れ，県内の指導的産地となっている。

この地区を中心としたヒガンざくらの主な系統

を表 1に示したが，それぞれにかなりの変異があ

ることがわかる。

栽培の歴史もあり，各地から苗木の導入が計ら

れ，切枝に向く系統の選抜がくりかえされてきた

ものと思われる。

現地では一重咲では，①~②良品とされ，増殖

が計られているが，①，①は問題があるとされて

いる。①は市内に原木があり，エドヒガンに近い

系統と思われ，花色が最も濃<，以前は切校とし

て出荷されていたが，小枝が折れやすく，花芽の

着生密度に難点があるとされている。

さくらは永年作物で、あるので，優良系統の導入

に心がけてゆかなければならない。

2. 繁殖について

ヒガンざくらの繁殖は実用的には，ほとんどが

接木繁殖であったが，近年ミスト利用・密閉さし

などにより，さし木繁殖が可能になって来た。

表 2"-'3は(次頁参照〉八重咲性ヒガンざくらの

結果である。緑校ざしが効果的であり， ミストざ

しでは25'"'-'30日で砂上げ出来る。穂木は伸びのよ

し1充実した新梢がよく，天ざし，茎ざしいずれでも

よいが，天ざしの方が活着率が良いようである。

さし木時期は 6月から 8月まで活着しており，

表
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みそ 樹枝皮の太の色さ 枝:のイ申ぴ 花密芽の着生度 花の色 花きの方聞 花数弁 尊の向簡き 認鶴|
一重咲① 灰細白い色 立性 宮、 やや濃い
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j農い カッフ。
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" 料上 ギま
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② 灰細白い色 " 業且
漉い

半開 19 " " " ピンク

東海ザクラ 赤褐太 色 立性
粗1 中ピ心部ン濃クい " 5 " ~!尽し中
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表 2 ミスト利用によるヒガンざくらの緑枝

ざしによる発根割合 〈昭46・福島県園料、わき文場〉

発根数

月日 月日 % % 本 本

6.14-8.12 90.0 66.5 8.7 8.9 
7.17~8.12: 97.5 97.5 11. 3 13.8 
8.17-9.12 77.5 92.5 f 7.0 9.0 

平 均 91. 7 88.5 8，5 9.0 

穂木 10cm天ざし，さし床，山砂箱ざし

表 3 密閉さし木法によるヒガンざくらの緑枝

さしによる発根割合 (昭48・福島県図試いわき文場〉

椋木新梢 5~7cm ， 4~5 枚着葉調整，さし木 山砂 7cm
トンネル状にビニール被覆，ヨシズ張り，かん水週 1回，調

査 さし木約3カ月

表 4 ヒガンざくらの緑枝さし首の成育量
(昭48・福島県図試いわき文場〉

8月さし:木無力日混ハウスで越冬

6月 株 間15cm槌付 12月調査

かなり巾のあるものと考えられる。

さし木後の生育もよく，一年目で 1m以上に生

育し， 2年目には立派な苗木となる。育苗期間は

接木よりや h短縮出来る。

3. 肥培管理

枝もの花木の施肥量についての研究は非常に少

なく，ほとんどが農家の慣行による場合が多い。

しかし，定期的に枝の大部分を切り取り，切校

と
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め，以後 3"-'4年ごとに切校する。施肥量もこの

サイクルに合せる必要があろう。

慣行では比較的低濃度の化成肥料 (8・8・8)が利

用され， 1年目に10a当たり 20kg， 2 ~ 3年に40

kg， 4 r-v 5年に60kg程度が施されている。

4. 花芽分化期と促成

ヒガンざくらの花芽は本年枝の新柏、に 8月中旬

頃から始まり， 9月下旬にはほゾ完成する。群馬

県園芸試験場の花岡氏によれば，図 1および表 5

に見られるように，標高差による生態的特性は高

椋高ほど生育は遅れ，枝も未熟に感じられる。し

かし，花芽分化はや〉遅れで始まるが，その後の

図1 ヒガンざくらの標高差と花芽分化
(昭47・群馬県国試〉
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花芽の発育は急速にす〉み，早期から開花率がよ

く，促成日数も短縮する。

図 2は群馬(前橋125M，羽根尾700M)と福島(須賀

J1I245M)の月別平均気温である。須賀川の気温は

前橋と羽根尾のほョ中間である。

本県の中通り山間地帯は標高250，-....，50.oMの地帯

であり，促成の可能な時期は 1月中旬以後と考え

られる。標高69Mの福島市渡利では，経験的に促

の量が経営に大きく影響するものである。枝の伸 成感度の良レ東海ざくらは 1月上旬から，ヒガン

びが悪く，樹勢が衰えれば，それだけ経済寿命も ざくらは 1月下旬から 2月上旬を，入室限界とし

短かくなる。積極的な施肥管理が必要であろう。 ている。

さくらは定植約 4"-'5年で第 1回の切枝を始 促成方法であるが，これには次のように，

表 5 標高差が促成開花に及ぼす影響 〈昭47・群馬県園部 ① 切枝結束 水揚一土ムロ入

れ一色付一温室一冷室一出荷

① 切枝結束一水揚一温室一冷

室一出荷

の 2方式があるが，福島では土

ムロ併用温室がほとんどであっ

たため，土ムロからの出し入れ

の労力，着色技術などの問題が

はt日 開花 率 ( % )

12/8 12/17 12/27 1/7 1/17 /127 12/8 12/17 12/27' 1メ27

M 日 日 日 日 日 日
85.%684.%672.% 1 

% 
900 32 28 26 21 17 13 94.7 

700 34 30 28 23 17 ' 13 58.5 66.4 63.8 97.5 

450 38 36 25 19 15 40.7 55.4 48.7 

300 ー 38 27 19 15 23.6 52.4 32.6 96.3 

125 29 23 17 13.3 12.6 41.8 91.3 

切校後 5 日間水揚，夜混150 C ガラスID"，月;~色前まで日中遮光
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図 2 前橋・羽根尾および須賀川の月別平均気温

9 10 11 12月

はかなり低温であったが，温室に比較

して 3，.....， 5日開花が早まっている。こ

れは室内の湿度が関係したものと考え

られる。

しかし，温室でも 15日前後の入室期

間で開花しており，品質的にもほとん

ど差がなかった。

シリンジによる湿度調節，温度操作

。C

30， 

20' 
~問、v前橋(125M)

~;ジf> <J、込〆須賀川ω45M)

川 /3/  ¥、4ぞ?ノ羽根尾(刊OM)

~/ 

あった。

昨年，現場に一部温室方式の施設が出来たのを

機会に，今春，両者の比較を試みた結果を表 6・
7に示した。

農家の施設での調査のため，管理等の差もあ

表7 温室および土ムロ併用温度の時期別入室期間

云そ1r且 ニ豆司ヒ三ニ 土ムロ併用温度

入室期間 入室日数 入室期間 入室日数

月 日 日 月 日 日

東海ザクラ 1.10-1126 16 1.10-11 28 18 
ヒ方、ンザ、クラ 1. 30-2.17 18 2.10-11 23 13 

11 2. 8-/1 23 15 11 13-11 26 13 
11 2.15-3. 2 15 11 25-3. 9 12 

表 6 温室および土ムロ併用温室の温湿度差

Uとご
ニ豆ゴヒミ 1昆， 室 l村 i~ 度

11111~15日 16-20円『 21-25[T 26-31日
1月11-15下[1 16--:--20" 21--25日 26-31日

M均平X 

。C 。C 。C 。C % % % % 

i且 室
10.5 10.5 10.6 11.0 70 59 63 63 
13.8 14.6 14.2 15.0 90 80 87 92 

Mi 6.3 6.4 7.0 6.9 49 37 39 34 

MM高x E 

.C 。C .C .C % % % % 
土ムロ併用 7.3 6.8 8.9 7.1 83 85 85 81 

温室 14'.0 13.4 15.6 12，8 99 99 99 99 
0.5 1.0 2.2 1.4 66 72 70 62 

※MX最高温湿度のf均 Mi最低温湿度の平均

り，十分とは言えないが，土ムロ併用温室は温度

差が大きく，高湿度で経過しているが，温室は逆

の傾向を示している。入室期間は土ムロ併用温室

等により，ほヨ同程度の促成が出来るものと思わ

れる。土ムロの出入労力，色つけの技術的問題等

からも，温室方式への移向が考えられる。

f 米国の農産物収穫悪イ;

j 米国農務省が11JJ8日発表した 1日現在の主要農産

j物の収穫予想は， 9月初めの早害と川初めの霜害の

ため" 10月1日現在の予想より更に悪化した。

ムトウモロコシ… 46億2，100万ブッシェノレ (10月 1

日現在比 2 %減，昨年実績比 8%減〉

ムコウリャン… 6億900万ブッシェノレ (10月 1日現

在比 4%減，昨年実績比35%減〉

ム飼料穀物全体〈トウモロコシ，コウリャン，ライ

麦，大麦〉・ー1億6，500万トン (10月 1日現在比2%減

昨年実績比2叩 ; 

ム大豆 1地， 400万フやツシェノレ(川 1日現在比1{

箔減，昨年実績比 3億2，300万ブ、ツシェル減) ~~ 
ム綿花一1，210万俵 (10月 1日現在比 6%減，昨年?

実績比7%減〉

ムタネ油… 4，440万トン (10月 1日現在比2 %滅，

昨年実績比 8%減〉

ムテン菜 "2，239万トン (10月1日現在比3%減，

昨年実績比 9%減)

ム砂糖キピ'''2，534万トン (10月1日現在比 1%減，

昨年実績比2%減〉
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露地やさいの

大型機械化栽培

愛知県農業総合試験場指導部

やさい専門技術員

伊藤克己
最近までのやさい経営は，豊富で，安価な石油

製品を主体として諸資材，諸原料を使用して，も

っとも盛んに行われてきた部門である。その経営

様式は，施設栽培と露地栽培に大別されるが，施

設栽培は自然に支配されるところが少なく，人為

的に制御することが多いので，装備化，機械化が

しやすく，生産が安定しやすい。

反面，施設，装備，機械の運転，維持などに多

額の出費を要し，現今の社会情勢下では検討すべ

き点が多い。

露地栽培は施設栽培のような多額の出費は必要

としないが，自然の影響をうけることが大きく，

収量，品質の変動が大きくて経営不安定の原因と

なりやすいので，規模の拡大と適地適作を前提と

し，多量，安定，省力生産を進めるべきであろ

う。露地やさいの規模拡大，省力生産の手段が，

大型トラクターをその作業機である，

露地やさいの機械化栽培はどこまで可能か。

機械による作業は画一的で，一つの条件を与え

ると，その範囲内ではきわめて正確に，能率よく

仕事を続けるが，反面では融通性がなく，意志に

よる判断ができず，臨機応変の処置ができにくし 1

欠点がある。

やさいの栽培では作業の種類が多く，取捨選択

の意志による判断を必要とすることが多いので，

機械一貫作業体系を組むことがむずかしい。

機械の利用がしやすい作業は， MI:起，砕土，整

地， うね立，中耕1:，堆きゅう肥散布，薬剤散布な

ど土や物を動かす作業であり，利用しにくい作業

やさいの機械化の難易 C)ll廷氏〉

区分 機械化の難易 種 類 名

畑作型 葉(カ菜ン類， 浅担性根菜類のi大尭申艮部f生分の F

そさい君芋
もっとも容易 ラン，ハクサイ.ハナヤサイ， イ

コン.ニンジン.サト-{モなど)

園芸 型
難 支(~柱i食をともなう果ウリ菜な類ど)

そさい 群 用トマト，キ ~rjl) ~'è.') 

中間型
前三者の中間

深根性根菜類，支柱をともなわな

そさい 群
{し械、果深ネ菜ギ.類ゴボウ，十ス.カボチャ.マクワウリなど)

は，育首，整枝，誘引，間引，収穫など作物に触

れたり，見分けたりする作業である。やさい栽培

ではこれらの作業が入り混っているので，機械化

に難易を生ずるのである。 JlI廷氏はやさいを機械

化の難易で、表のように分けている。

やさいのトラクタ一利用による作業法

(1 )耕起，整地， うね立作業

作業機はポットムプラウ，デスクハロー，ツー

スハロー， ロータリーテイラー，サプソイラー，

リッヂャーなどを用いる。

却1:起，整地作業は一般畑作の場合とほぼ同様に

行なう。これら大型作業機をそさい栽培で使用す

る場合の利点は，心土破砕や深耕ができるので，

土層の改良を行ないやすく，堆きゅう肥などの重

くて運搬しにく L可ものも，比較的楽に入れること

ができるので，土壌の物理，化学性改善の効果が

あげやすい。

古いやさい産地で、は15"，-，30cm層の化学性や，深

層の排水などの物理性が悪く，それらが，生産不

安定の原因になっている場合が多いことが指摘さ

れているので，その改良をはかるためには，マニ

ヤスプレッダーで多量の有機物を全面散布し，ポ

ットムプラウで深耕することがよい。また，サブ

ソイラーで心土破砕することも効果が大きい。

大型機械の作業では土の移動が大きいので，耕

起，整地，均平， うね立などは正確に行なう。畑

に凹凸ができ， うねに広狭や高低ができると，機

械作業はゅう通性がないので，作業の精度，能率

が非常に悪くなるのでとくに留意する。

(2) は種作業

は種あるいは定植は，畑で作物が生育する位置

を決めることであり，その後動かすことができな

いので，その後行なう肥培管理作業に大きく影響

する。とくにうね巾が均一でないと，機械を畑に

入れることができず，管理作業は不能になってし

まう。

は種法には散播，条まき，点きまとあるが，や

さいでは散播はほとんどない。

大型トラクター用作業機としては，条まきシー

ドドリノレ，点まきにプランターがあり，前者はニ

ンジン，ホウレンソウなどの比較的栽植密度の高

~ ¥ものに，後者はダイコン，ハクサイなどの株聞

の広いものに使う。
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やさいは種子に大小，形，毛， トゲの有無など

色々あるでの，なかなかむずかしい。形の整った

大粒種子はまきやすいが，細粒のもの，毛， トゲ

のあるものの均一は種はしにくい。

やや多めにまくと安全であるが，間引きが大変

である。覆土が厚くなりやすく，発芽不良，不整

，ーの原因となるので，なるべく浅くまくことが大

初である。そのためには整地作業の均一なことが

重要である。

両作業機とも施肥装置がついているので，浅層

に少量の元肥または追施を条まきすることができ

る。施肥位置は適宜変えることができるが，肥え

あたりには注意を要する。

手動式のは種機として，テープシーダーや人力

点播機が実用化されている。購入価格が安く，操

作も簡単で，現在のような規模の経営にあってい

るように忠われる。

(3) 育苗，移植作業

育苗には細かい作業と注意力を要するので，苗

床の準備や資材の運搬に，機械が利用できる程度

である。しかし，カンラン，ハクサイ， レタスな

どの育苗では，シードテープや紙筒の利用効果が

あっているので，これらを使用するための機械使

用が実用化されつつある，。愛知県渥美地方で

は，カンランの育苗にシードテープを用い，育苗

労力の軽減に大きな効果をあげてるい。

定植作業にはトランスプランターを用いる。作

業は完全自動でなく，植えつけは自動式に行なう

が，機械に苗をはさむのは人手で行なわねばなら

ず，そのため定植作業を行なうのに 3'""-'4人の組

作業人員を必要とし，現状ではまだ実用化されて

いない。近年，菜葉類の定植に，国産機種で，ペ

ーパーポ守ツト育苗した苗をほば自動的に，能率よ

く定植するプランターが市販され，効果をあげて

し1る例がある。

(4) 間引作業

直播栽培では，間引作業労力はもっとも問題と

なる。全作業時間の中で収穫作業を除くと， 90% 

の比率を示す場合もある。

間引機にはシンナーがあるが，機械の調整に時‘

聞がかかり，精度も低いので使用しにくい。株聞

の広い作物では，カルチベーターをうねと直角に

運行するクロスブッキング法か，ホーによる人力

と
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間引がよい。いずれの方法をとっても， 1本立と

する時は，手間引としなければならない。

(5) 中耕，除草，培土作業

めくら除草にはウィダー， うね聞の中耕，除草

培土にはカルチベーター，ステアレージホーを使

う。株聞の除草がむずかしいので，土寄せして雑草

を抑えるようにするが，カルチベーターで土が大

きく動き，作物が小さい時には埋まる心配があり，

大きくなってからは，機械の導入が医難となる。

近年は除草剤の開発，利用が進んでいるので，

両者の効果的な利用を行なうべきである。除草剤

には，は種前後の土壌処理と，生育期の雑草処理・

があるが，薬剤散布機を利用して処理する。

(6) 薬剤散布作業

液剤用にはブームスプレヤー，スワーススプレ

ヤーがあり，粉剤用にはダスターがある。

ブームスプレヤーは畑に入って散布するので，

精度は高いが，作物の草丈が高くなると使用がで

きなくなる。スワーススプレーヤー，ダスターは

農道から散布できて作業能率はよいが，精度がお

ち，とくに風の有無，方向により到達距離，作物了

体への附着度が異なる。機械散布では一般に薬量

が多く要る。

(7) マルチング，土壌消毒作業

近年のやさい栽培では，マルチの利用は一般的

であり，その効果が大きい。機械としてはマルチ

ャーがあり，テイラーにつけるものや中~大型ト

ラクターにつけるものなど色々ある。大型機では

うね作りと同時にマルチを行なうものもある。は

種あるいは定植とマノレチは，同時に機械でできな

いで，マルチした場合には，は種あるいは定植作

業は人力で行う以外に方法がない。

(8) 収穫，調整，荷造作業

機械化のもっとも困難な作業である。収穫物の

運搬にはトレーラーがよく使われているが，収穫

作業は選択や取り上げなど，意志と手先きを要す

る仕事があるので，機械ではできない。コポウや

長ニンジンの掘取りにトレンチャー，パレイシ

ョ，カンショの掘取りにポテト収穫機，タマネギ

収穫期にオニオンハーベスターが使用された例が

ある。加工トマトの収穫機，ダイコン掘取機，カ

ンラン収穫機などの試作が行なわれているので，

実用化されるのも近いであろう。
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複合肥料の今昔と

新しい方向

全国農業協同組合連合会技術顧問

里 ムーヨロ1
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種々の肥料を混ぜて施すと作物にょいというこ

とは，ずいぶん古い時代からいわれている。明治

以前，自給肥料だけで作物を作っていた時代に

ふ堆肥に下肥や木灰を混ぜて施すとょいとして

し、る。

明治 20年代の肥料書にも，土佐厩肥に菜種:粕を

混ぜて積んで施すともある。

明治 21年に東京農林学校(東大農学部の前身〉の

森要太郎学士などが，当時東京に出廻っていた 7

商屈の配合肥料の三要素を分析している。

当時すでに過燐酸はあったが，極小規模に骨粉

などに硫酸を加えて造られていた。骨粉の粉砕が

うまくいかず粗であったり，硫酸の濃度や添加量

が適当でなかったりで，全燐酸に対する水溶燐酸

の量は， 1会社のものを除き異状に低かった。

明治 21年の年末に東京人造肥料会社が東京の

釜屋堀に本格的な工場をつくり過燐酸の製造を初

め，販売しだした。

しかし，当時は肥料といえば干鯛，鯨〆粕，菜

種粕などの有機肥料ばかりであっヘた。砂のような

過燐酸は売行きが悪かったので，これに有機肥料

を混ぜ配合肥料として売り出した。過燐酸を売る

ための配合肥料だから，燐酸成分は高かった。

他方，欧州、|の近代肥料学が初めて日本に入っ，て

きたのは，翻訳書としては明治 3年であり，本格

的に入ってきたのは，明治 10年に駒場農学校が

創立されてからである。しかし欧州は畑作で寒地

であり，日本は水稲が主であり，当時の日本農業

の進んだ地域は東海以西の暖地であった。

水稲に対する肥料試験が本格的に始められたの

は明治22年頃からで，東京農林学校で(駒場農学

校が改組)，ケノレネル先生指導の下に古在，森，長

岡等の諸学士により行われ，木桓により肥料三要

素試験も行われた。

また農商務省農事試験場本場と 6カ所の支場は

と 心不 尚子 第三種郵便物認可 (15) 

明治 26年は設立されたが，全 28年に本支場とも

各管内の県から一点ずつの土壌を集め三要素試験

を始めた。

府県農事試験場は，その設置規程が明治27年に

農商務省から出され，更に全32年から府県農事試

験場の設置費や運営費に対し助成されるにいた

り，急速に設置数が増加している。当時における

府県農事試験場についてみると，明治28年から30

年までの間で，多くの試験場で三要素試験や，三

要素適量試験が行われている。愛知県や滋賀県で

は郡別にこの試験を行っている。

これらの結果，三要素の不足の程度やその適量

は，土壌の性質や作物の種類により著しく異るこ

とが漸次明らかになってきた。

他方日本の金肥は，燐酸肥料については日清戦

争以後急速に生産・消費が増加し，有機肥料は明

治20年代から安い大豆粕が中国(満州〉から輸入さ

れ，日清戦争前に既に全有機肥料の 4割くらいに

なった。特に日露戦争後は急速に輸入が増加し，

明治の末期には50万トンを越し，大正 6年の消費

量は100万トンを突破するにいたった。

自給肥料主体の農業から窒素含量の高い大豆粕

の大量消費時代に変って，窒素と燐酸の施用ノミラ

ンスが実際上大きな問題になったものと思う。大

正 5年 1月の地方農事試験場農芸化学主任全国会

議における農商務大臣の訓示の中に，土壌の性質

を活用した施肥法の合理化の必要が説かれてい

る。県によっては，大正 6年から施肥標準調査事

業が始められ，全10年からは政府の補助で全国的

に実施することになった。

しかし昭和初期までの市販の配合肥料は，窒素

に対し燐酸の著しく高い銘柄のものが多かった。

代表的なものとして西日本に広く普及していた硫

百五号は窒素 596，燐酸11%であった。大部分の

配合肥料には加里は含んでいないか，合んでいて

も1'"'-'2 ~ぢであった。

この程の配合肥料は，施肥標準調査の結果に基

き大きく変ってきた。とくに昭和 5年度に政府に

より助成実施された肥料配給改善奨励事業によ

り県奨励配合肥料の方向に変ってきた。

これに対抗するため肥料業界では，著しく値下

りした無機肥料だけを原料とした化成肥料に転換

し，宣伝力にものを云わせて販売拡大に努めた。
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化成肥料が本格的に初めて売り出されたのは昭

和 2年であった。

昭和13年には，配合肥料が 120万トン，化成肥

料が50万トンにもなった。しかし戦争の進行と〉

もに，種々の制約を受け減産し，遂に生産を止め

るにいたった。

戦後，肥料の生産が増加し，統制が徹廃される

とともに，配合肥料・化成肥料の生産消費は急増

した。特に化成肥料の増加は激しかった。

他方，化学肥料の価格は他の物価の値上げの中

で値下りし，また日本経済の急速な伸長に伴っ

て，農村の労働力はJ他産業に流れ，労貨も大巾に

値上りした。ために合理化による少しばかりの肥

料費の節約より，労働力の節約がより重要となっ

た。

このことは，年々著しく増加してきた化成肥料

の，銘柄の整理統合の方向に動いてきた。

すなわち作物の生育に敏感な窒素に主点をお

き，燐酸や加盟は多少余計目十こすることになっ

た。

これが労働力をも加味した新しい施肥合理化の

方向になった。

しかし昨年暮からの世界的な天然資源の不足気

味から，資源を全く持たない日本は，また原点lこ

戻って考え直さざるをえなくなった。

今までと全く異る複合肥料が施肥法の革新とタ

イアップして，登場しようとしている訳である。

ン，陸稲 10万8，000トンの合計 1，228万2，000ト i 

10月15日現在の ンと，本年の目標だった1，215万トンを132，ooo;
トン上回る豊作が見込まれている訳である。

i 水稲は、やや良か なお，地域別にみた作柄は，東海の一部で穂;

イモチとウンカが多発したため，それぞれ 2ポ〈

山中臨時農相代理は11月 1日の閣議に， 49年 イント低下，東北99(平年並み)，関東・東山〈

4産米の収穫量が10月15日時点の最終予想、で，水 98 (やや不良)，東海99(平年並み〉となり， j 
3陸稲合計して1，228万3，000トンに達しそうだと たま北陸(105)，中国(104)，四国(101)，九;

j報告した。 ナ1'1(103)はいずれも前回調査並み，沖縄は 1ポ;
この収穫予想量は東北，関東を中心としたイ イント上昇して100(平年並み〉となった。

;モチ病などの発生で，前回予態(9月15日現在〉 なお陸稲は干ばつの被害も少なくて， 114で〈

jの1，235万8，000トンを76，000トン下回っている 明良H の作柄である。 5
うが， 48年産米の収穫実績を 1.1%上回る。:

; また10a当り収量も 455kgで，これも48年の ZJ37Z例年なら吠もみじと酒" というとこ ; 

1. 470kg， 47年の456kg~こ次いで史上 3 番目の記録 山一11.._1.1.1 ろですが，この頃のように吠食糧問題" ~ 

;を確保，作況指数も 102の吋や良"で， 47年 が国際的いや地球人類にとっての大問題化すると， ( 

:以来3年続きの豊作になることがほぼ間違いな 吹もみじと酒"どころではありません。

;いと予想されている。 折角，ローマでは悶 5日から悶聞にわたり国;

‘ 49年産米は， 49年度になって休耕奨励金の打 連加盟各国から閣僚級人物が参集して，世界食糧会;
一 議が開催されておりますが，この会議に寄せられる

?ち切りなどで減反規模が縮小し，作付由積は 2 
各国の期待以上に，いわゆる開発途上国や産油国側 Si. 267万5，000haと前年に比べ2.0%拡大しt::..o ~ ~ ，，..- _.- ._ _ .. . ._ ..>_~__. ) 

_0  の意向が激しく，アメリカが提唱する吠食糧備畜計;
10月15日時点の収穫予想、は 9月ドなって東 3 } 画"なども，どうやら結論を得ましたが，食糧問題

j北，関東，東海などの各地方で穂イモチ病やウ の帰すうは全く予断を許さなくなりました。

jンカが発生し，その影響で，前回予想、よりも収 これからは恐らく，いろL、ろな情報が流されるこ;

j量見込みが若干減っているのが特徴であるが， とと思L、ますが，いわゆるデマに迷わされることな;

2致命的な被害になっていない。 く，出来る限り慎重に事態を見きわめて普処致しま

j この結果，予想収穫量は水稲1， 217万4，000ト しょう。急がば廻われ です。 (K生〉


